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診
断
と
は
、
患
者
の
状
態

を
医
学
的
に
解
釈
し
、
分
類

す
る
プ
ロ
セ
ス
で
あ
る
。
こ

こ
で
は
そ
の
過
程
を
大
き
く

三
段
階
に
分
け
る
。
一
つ

は
、
病
状
を
観
察
し
医
学
的

に
分
類
す
る
段
階
。
次
に
、

そ
の
原
因
を
病
態
と
し
て
説

明
す
る
段
階
。
そ
し
て
最
後

に
、
そ
の
病
態
の
理
由
を
患

者
の
生
活
や
環
境
に
求
め
る

段
階
で
あ
る
。
こ
の
診
断
の

多
層
性
こ
そ
が
、
治
療
の
方

向
性
を
決
定
す
る
。

　

つ
ま
り
、
生
物
学
的
メ
カ

ニ
ズ
ム
を
対
象
と
し
、
病
態

に
直
接
介
入
す
る
治
療
だ
け

で
な
く
、
患
者
の
社
会
的
背

景
や
生
活
環
境
に
着
目
す
る

治
療
も
存
在
す
る
。
昨
今
注

目
さ
れ
る
「
個
別
化
医
療
」

は
、
単
に
ゲ
ノ
ム
の
よ
う
な

生
物
学
的
要
因
に
基
づ
く
も

の
に
と
ど
ま
ら
ず
、「
患
者

中
心
の
医
療
」
と
言
わ
れ
る

よ
う
に
社
会
的
要
因
の
よ
う

な
個
別
性
も
重
要
な
視
点
と

し
て
含
ま
れ
る
べ
き
だ
ろ

う
。

　

漢
方
医
療
で
も
、
生
物
学

的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
に
相
当
す

る
患
者
の
表
現
型
に
基
づ
く

個
別
化
が
主
軸
と
な
る
が
、

実
際
の
診
療
現
場
で
は
そ
れ

だ
け
で
は
不
十
分
だ
。
患
者

ご
と
に
異
な
る
生
活
背
景
や

価
値
観
、
さ
ら
に
は
医
療
に

対
す
る
期
待
感
や
疾
病
に
対

す
る
感
情
と
い
っ
た
要
素
へ

の
配
慮
が
不
可
欠
で
あ
る
。

　

診
療
に
お
い
て
は
、
さ
ら

に
患
者
が
ど
の
よ
う
に
自
身

の
病
を
解
釈
し
、
ど
の
よ
う

な
治
療
を
求
め
て
い
る
か
を

知
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

そ
の
解
釈
は
患
者
独
自
の
も

の
で
あ
り
、
医
師
の
視
点
か

ら
は
想
像
し
が
た
い
場
合
も

あ
る
。
ま
た
、
疾
病
が
患
者

の
日
常
生
活
に
与
え
る
影
響

を
具
体
的
に
理
解
す
る
こ
と

も
、
治
療
目
標
の
策
定
に
お

い
て
重
要
で
あ
る
。

　

現
代
医
療
の
発
展
に
よ

り
、
個
別
化
の
可
能
性
は
ま

す
ま
す
広
が
っ
て
い
る
。
し

か
し
、
そ
れ
は
単
に
技
術
の

進
歩
に
依
存
す
る
も
の
で
は

な
い
。
患
者
一
人
ひ
と
り
の

人
生
に
寄
り
添
い
、
そ
の
社

会
的
背
景
を
尊
重
し
た
医
療

を
実
践
す
る
こ
と
。
そ
れ
こ

そ
が
、
Ａ
Ｉ
に
は
代
替
で
き

な
い
真
の
意
味
で
の
「
個
別

化
医
療
」
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。

（
全
人
的
漢
方
診
断

　

共
同
研
究
講
座

�

吉
野
鉄
大　

87
回
）

慶應医学賞授賞式・受賞記念講演会開催慶應医学賞授賞式・受賞記念講演会開催第
29
回

左
か
ら
、
伊
藤
公
平
塾
長
、
デ
ミ
ス
・
ハ
サ
ビ
ス
博
士
、

斎
藤
通
紀
博
士
、
佐
藤
俊
朗
教
授

ハ
サ
ビ
ス
博
士

斎
藤
博
士

　

慶
應
医
学
賞
は
１
９
９
６

年
か
ら
始
ま
っ
た
慶
應
義
塾

医
学
振
興
基
金
の
主
要
事
業

の
１
つ
で
あ
る
。
今
年
の
ノ

ー
ベ
ル
生
理
学
・
医
学
賞
を

受
賞
し
た
米
国
・
マ
サ
チ
ュ

ー
セ
ッ
ツ
大
学
の
ヴ
ィ
ク
タ

ー
・
ア
ン
ブ
ロ
ス
博
士
（
第

18
回
（
２
０
１
３
年
）
慶
應

医
学
賞
受
賞
）
と
ノ
ー
ベ
ル

化
学
賞
を
受
賞
し
た
本
年
の

受
賞
者
で
も
あ
る
デ
ミ
ス
・

ハ
サ
ビ
ス
博
士
を
含
め
、
こ

れ
ま
で
に
本
賞
受
賞
者
か
ら

ノ
ー
ベ
ル
賞
受
賞
者
を
12
名

輩
出
し
て
お
り
、
世
界
か
ら

も
注
目
さ
れ
る
国
際
的
な
賞

で
あ
る
。

　

第
29
回
（
２
０
２
４
年

度
）
慶
應
医
学
賞
授
賞
式
お

よ
び
受
賞
記
念
講
演
会
が
２

０
２
４
年
11
月
20
日
に
信
濃

町
キ
ャ
ン
パ
ス
の
北
里
記
念

医
学
図
書
館
2
階
北
里
講
堂

に
て
開
催
さ
れ
た
。
本
年
は

Google DeepMind

社Co-
Founder

兼
Ｃ
Ｅ
Ｏ
の
デ
ミ

ス
・
ハ
サ
ビ
ス
博
士
が
、
授

賞
研
究
テ
ー
マ
「
脳
の
計
算

原
理
に
基
づ
く
人
工
知
能
に

よ
る
医
学
生
物
学
研
究
の
変

革
」
に
よ
っ
て
受
賞
。
京
都

大
学
高
等
研
究
院
教
授
の
斎

藤
通
紀
博
士
は
、
授
賞
研
究

テ
ー
マ
「
生
殖
細
胞
発
生
過

程
の
再
構
築
」
に
よ
っ
て
そ

れ
ぞ
れ
受
賞
し
た
。

　

授
賞
式
で
は
、
は
じ
め
に

慶
應
医
学
賞
審
査
委
員
長
の

佐
藤
俊
朗
医
学
部
教
授
か

ら
、
今
年
の
慶
應
医
学
賞

は
、
昨
年
末
か
ら
準
備
を
開

始
し
、
今
年
２
月
に
世
界
中

の
研
究
者
、
研
究
機
関
の
長

な
ど
数
千
人
か
ら
推
薦
を
募

り
、
１
２
５
名
の
候
補
者
か

ら
４
回
の
審
査
を
経
て
、
８

月
８
日
の
最
終
選
考
会
に
お

い
て
、
本
年
度
の
受
賞
候
補

者
と
し
て
デ
ミ
ス
・
ハ
サ
ビ

ス
博
士
と
斎
藤
通
紀
博
士
を

選
定
、
慶
應
義
塾
医
学
振
興

基
金
運
営
委
員
会
（
委
員
長

：
伊
藤
公
平
塾
長
）
に
上
申

し
、
両
氏
が
受
賞
者
と
し
て

決
定
し
た
と
審
査
報
告
が
さ

れ
た
。

　

次
に
伊
藤
公
平
塾
長
か
ら

ハ
サ
ビ
ス
博
士
と
斎
藤
博
士

に
メ
ダ
ル
と
賞
状
が
授
与
さ

れ
、
祝
辞
が
述
べ

ら
れ
た
。
続
い

て
、
文
部
科
学
省

よ
り
武
部
新
副
大

臣
、
駐
日
英
国
大

使
館
よ
り
マ
ー
ガ

レ
ッ
ト
・
タ
ン
グ

公
使
参
事
官
に
来

賓
と
し
て
お
越
し

い
た
だ
き
、
そ
れ

ぞ
れ
に
祝
辞
を
述

べ
ら
れ
た
。
最
後
に
両
博
士

が
受
賞
に
対
す
る
喜
び
や
こ

れ
ま
で
の
研
究
の
経
緯
、
謝

意
を
語
り
、
授
賞
式
は
終
了

し
た
。

　

続
い
て
行
わ
れ
た
受
賞
記

念
講
演
会
で
、
ハ
サ
ビ
ス
博

士
は"A

ccelerating 
scientific discovery with 
AI"

と
題
し
、
深
層
ニ
ュ
ー

ラ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
科
学

へ
の
応
用
と
、
脳
の
計
算
原

理
に
基
づ
く
汎
用
人
工
知
能

の
さ
ま
ざ
ま
な
可
能
性
を
示

さ
れ
た
。
斎
藤
博
士
は

"Mechanism and In Vitro 
Reconstitution　

of 
M
ammalian Germ-Cell 
Development"

と
題
し
た
講

演
で
⽣
殖
細
胞
発
⽣
に
不
可

欠
な
分
子
発
見
と
マ
ウ
ス
を

使
っ
た
研
究
へ
の
応
用
の
経

緯
や
、
不
妊
や
遺
伝
病
の
解

明
に
つ
な
が
る
ヒ
ト
の
⽣
殖

細
胞
発
⽣
メ
カ
ニ
ズ
ム
解
明

へ
の
展
望
を
話
さ
れ
た
。
講

演
会
は
来
賓
、
教
職
員
、
学

⽣
な
ど
約
２
０
０
名
を
超
え

る
聴
衆
が
聴
き
入
り
、
そ
れ

ぞ
れ
の
講
演
後
に
寄
せ
ら
れ

た
複
数
の
質
問
に
両
受
賞
者

と
も
熱
心
に
回
答
し
、
活
発

な
議
論
が
交
わ
さ
れ
た
。

　

ま
た
、
授
賞
式
の
前
に
は

慶
應
義
塾
大
学
病
院
の
見
学

会
も
行
わ
れ
た
。
ハ
サ
ビ
ス

博
士
と
斎
藤
博
士
は
、
Ａ
Ｉ

技
術
を
活
用
し
た 

Ａ
Ｉ 

ホ

ス
ピ
タ
ル
の
施
設
や
サ
ー
ビ

ス
の
説
明
を
病
院
ス
タ
ッ
フ

か
ら
受
け
、
興
味
を
持
た
れ

た
様
子
が
う
か
が
わ
れ
た
。

　

第
29
回
慶
應
医
学
賞
授
賞

式
・
受
賞
記
念
講
演
会
の
前

日
に
は
、「
斎
藤
博
士
の
慶

應
医
学
賞
講
演
を
１
０
０
倍

楽
し
む
た
め
の
ミ
ニ
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
」
が
開
催
さ
れ
、
講

演
テ
ー
マ
『
私
の
「
小
さ
な

挑
戦
」』
に
沿
っ
て
、
斎
藤

博
士
が
経
験
さ
れ
た
幼
少
期

の
こ
と
か
ら
大
学
時
代
の
思

い
出
、
こ
れ
ま
で
に
数
多
く

の
「
小
さ
な
挑
戦
」
を
積
み

重
ね
て
き
た
こ
と
が
現
在
に

繋
が
っ
て
い
る
と
語
ら
れ

た
。
ユ
ー
モ
ア
を
交
え
な
が

ら
の
講
演
は
教
員
も
学
生
も

終
始
惹
き
つ
け
ら
れ
、
皆
目

を
輝
か
せ
て
聴
い
て
い
る
姿

が
印
象
的
な
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

と
な
っ
た
。

慶
應
義
塾
大
学
病
院
　
　

　
　
　
年
末
年
始
の
休
診

年
末
年
始
は
、
12
月
30
日（
月
）よ
り
1

月
4
日（
土
）の
間
、休
診
と
な
り
ま
す
。

病　

院　

長

「
医
学
部
新
年
祝
賀
式
」
お
よ
び
「
坂
口
光
洋
記
念
慶
應
義
塾
医
学
振

興
基
金
に
基
づ
く
慶
應
医
学
賞 

ラ
イ
ジ
ン
グ
・
ス
タ
ー
賞
授
賞
式
」

の
開
催
に
つ
い
て
（
ご
案
内
）

�

医
学
部
長
　
金
井
　
隆
典

　

医
学
部
で
は
毎
年
新
春
に
教
職
員
お
よ
び
三
四
会
員
に
よ
る
祝
賀
式
を
催
し
て
お
り

ま
す
が
、
こ
の
度
、
新
年
祝
賀
式
を
下
記
に
よ
り
開
催
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

　

２
０
２
５
年
は
，
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
（
現
地
：
2
号
館
11
階
大
会
議
室
）
に
て
開
催
予

定
で
す
。

　

新
春
早
々
ご
多
用
の
こ
と
と
存
じ
ま
す
が
、
是
非
と
も
現
地
、
も
し
く
は
左
記
の�

ウ
ェ
ビ
ナ
ー
リ
ン
ク
よ
り
ご
参
加
賜
り
ま
す
よ
う
ご
案
内
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
本
祝
賀
式
と
併
せ
「
坂
口
光
洋
記
念
慶
應
義
塾
医
学
振
興
基
金
に
基
づ
く
慶

應
医
学
賞 

ラ
イ
ジ
ン
グ
・
ス
タ
ー
賞
授
賞
式
」
を
執
り
行
い
ま
す
。

　

な
お
、
祝
賀
式
・
授
賞
式
後
に
は
現
地
で
の
懇
親
会
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

記

日　

時　

２
０
２
５
年
１
月
６
日
（
月
）
11
時
か
ら
13
時
30
分

　
　
　
　

（
12
時
30
分
よ
り
現
地
で
の
懇
親
会
）

形　

式　

ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
（
現
地
／
ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
ウ
ェ
ビ
ナ
ー
）

現　

地　

慶
應
義
塾
大
学
病
院
２
号
館
11
階　

大
会
議
室

ウ
ェ
ビ
ナ
ー
Ｉ
Ｄ　

892 9863 3815

ウ
ェ
ビ
ナ
ー
Ｕ
Ｒ
Ｌ　

https://keio-univ.zoom.us/j/89298633815

※
下
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
も
ご
視
聴
い
た
だ
け
ま
す
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秋
の
叙
勲 

受
章
者
一
覧

瑞
宝
中
綬
章

西
田 

正
人

〈
保
健
衛
生
功
労
〉

元
　（
独
）国
立
病
院
機
構

霞
ヶ
浦
医
療
セ
ン
タ
ー
院
長

（
独
）国
立
病
院
機
構
霞
ヶ
浦

医
療
セ
ン
タ
ー
名
誉
院
長

（
産
婦
51
回
）

瑞
宝
双
光
章

三
原 

武
彦

〈
学
校
保
健
功
労
〉

元
　
学
校
医

元
　
三
原
子
育
て
支
援

セ
ン
タ
ー
長

（
児
48
回
）

瑞
宝
双
光
章

藤
井 

康
男

〈
保
健
衛
生
功
労
〉

元
　
山
梨
県
北
病
院
長

元
　
慶
應
義
塾
大
学
医
学
部

客
員
教
授（
精
神
・
神
経
科
学
）

（
精
56
回
）

瑞
宝
中
綬
章
を
受
章
し
て

　
西
田 

正
人（
51
回
）

国
立
病
院
機
構
霞
ヶ
浦
医
療
セ
ン
タ
ー
名
誉
院
長

　

私
は
卒
業
と
同
時
に
、
ス

キ
ー
部
の
同
輩
だ
っ
た
小
林

祥
泰
（
前
島
根
大
学
学
長
）

に
誘
わ
れ
北
里
大
学
病
院
の

産
婦
人
科
レ
ジ
デ
ン
ト
に
な

り
ま
し
た
。

　

北
里
で
は
、
レ
ジ
デ
ン
ト

の
３
年
目
に
、
卵
巣
癌
患
者

腹
水
か
ら
世
界
初
の
卵
巣
明

細
胞
腺
癌
細
胞
株
Ｈ
Ａ
Ｃ
‐

２
を
樹
立
し
、
培
養
過
程
で

形
成
さ
れ
る
細
胞
集
塊
が
中

空
で
あ
る
こ
と
を
証
明
し
て

ミ
ラ
ー
ボ
ー
ル
と
名
付
け
て

報
告
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
２
度
目
の
卵
管
妊

娠
の
患
者
の
卵
管
吻
合
術
を

行
い
、
そ
の
後
妊
娠
分
娩
さ

せ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
の
こ
と
が
き
っ
か
け
で
、

生
殖
外
科
手
術
に
興
味
を
持

ち
、
卵
管
の
マ
イ
ク
ロ
サ
ー

ジ
ェ
リ
ー
、
子
宮
奇
形
形
成

術
な
ど
で
新
し
い
術
式
を
開

発
し
ま
し
た
。
こ
の
北
里
で

の
成
功
体
験
は
、
学
生
時
代

全
く
勉
強
し
な
か
っ
た
私

に
、
今
か
ら
で
も
遅
く
は
な

い
、
や
れ
ば
で
き
る
と
い
う

自
信
を
植
え
付
け
て
く
れ
ま

し
た
。

　

北
里
で
の
７
年
間
の
研
修

を
終
え
、
私
は
筑
波
大
学
に

講
師
と
し
て
赴
任
し
ま
し

た
。
筑
波
で
は
組
織
培
養
の

研
究
室
を
立
ち
上
げ
、
す
ぐ

に
エ
ス
ト
ロ
ゲ
ン
・
プ
ロ
ゲ

ス
テ
ロ
ン
レ
セ
プ
タ
ー
を
持

つ
子
宮
体
癌
細
胞
株

三
四
会
競
走
部
に
あ
る
と
思

っ
て
い
ま
す
。

　

２
０
０
１
年
に
国
立
霞
ヶ

浦
病
院
に
赴
任
し
ま
し
た
。

こ
こ
で
子
宮
腺
筋
症
核
出
術

を
開
発
し
、
こ
れ
が
先
進
医

療
に
認
定
さ
れ
、
既
に
２
千

例
の
症
例
を
重
ね
、
５
０
０

例
が
妊
娠
し
、
３
０
０
人
を

超
え
る
子
供
が
誕
生
し
て
い

ま
す
。
退
官
後
は
特
別
診
療

役
を
拝
命
し
、
現
在
も
現
役

で
手
術
を
続
け
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
受
章
は
大
変
光
栄

で
す
が
、
浮
か
れ
る
気
持
は

あ
り
ま
せ
ん
。
私
は
ト
ラ
ン

プ
大
統
領
と
同
い
年
で
す
。

同
い
年
の
人
間
が
こ
れ
か
ら

４
年
間
ア
メ
リ
カ
の
大
統
領

と
い
う
激
務
に
挑
戦
し
よ
う

と
し
て
い
る
訳
で
す
か
ら
、

少
な
く
と
も
彼
が
大
統
領
で

い
る
間
は
私
も
現
役
で
頑
張

ろ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ

し
て
そ
の
先
は
、
90
歳
を
過

ぎ
て
現
役
パ
イ
ロ
ッ
ト
と
し

て
大
空
を
舞
っ
た
高
橋
淳
の

よ
う
に
、
生
涯
現
役
を
目
指

し
て
い
ま
す
。

ス
キ
ー
症
候
群
患
者
を
念
頭

に
、
子
宮
移
植
の
動
物
実
験

も
行
っ
て
い
ま
し
た
。
こ
れ

が
後
年
木
須
伊
織
君
（
83

回
）
の
目
に
留
ま
り
、
慶
応

で
大
き
く
発
展
し
て
い
る
こ

と
を
大
変
嬉
し
く
思
っ
て
い

ま
す
。

　

私
が
筑
波
に
赴
任
す
る
と

同
時
に
医
学
陸
上
競
技
部
が

誕
生
し
、
私
が
競
走
部
出
身

で
あ
っ
た
関
係
で
顧
問
教
官

に
な
り
、
長
く
学
生
と
付
き

合
い
ま
し
た
。
現
在
、
筑
波

の
陸
上
部
は
隆
盛
を
極
め
て

い
ま
す
が
、
そ
の
ル
ー
ツ
は

Ishikawa

の
樹
立
に
成
功
し

ま
し
た
。
こ
の
細
胞
は
国
内

外
か
ら
多
く
の
分
与
依
頼
を

受
け
、
全
世
界
で
研
究
に
使

わ
れ
ま
し
た
。
他
方
、
子
宮

と
腟
を
欠
損
す
る
ロ
キ
タ
ン

　

慶
應
義
塾
大
学
関
連
病

院
会
２
０
２
４
年
度
秋
季

総
会
は
２
０
２
４
年
11
月

９
日
、
慶
應
義
塾
大
学
病

院
大
会
議
室
に
お
い
て
、

45
名
の
会
員
が
参
加
し
開

催
さ
れ
た
。

　

会
長
開
会
挨
拶
に
続

き
、
慶
應
義
塾
大
学
病
院

松
本
守
雄
病
院
長
（
65

回
）
の
ご
挨
拶
、
慶
應
義

塾
大
学
医
学
部
門
川
俊
明

副
医
学
部
長
（
70
回
）
の

ご
挨
拶
が
あ
り
、
そ
の
後

総
会
議
事
は
以
下
の
通
り

進
行
さ
れ
た
。

　

１
．
庶
務
報
告
と
し

て
、
会
員
交
代
に
つ
い

て
、
北
里
大
学
北
里
研
究

所
病
院 

金
子
博
徳
新
病

院
長
（
73
回
）
が
紹
介
さ

れ
、
と
し
ま
昭
和
病
院
の

退
会
が
承
認
さ
れ
た
。
大

変
残
念
な
こ
と
と
し
て
、

さ
い
た
ま
市
立
病
院 

小

山
卓
史
院
長
（
64
回
）
の

訃
報
が
報
告
さ
れ
、
出
席

者
全
員
で
黙
祷
を
捧
げ

た
。

　

２
．
門
川
副
医
学
部
長

よ
り
、
Ｋ
Ｍ
Ａ
（Keio 

Medical Alliance

）
基
幹

専
攻
医
数
２
０
２
４
の
最

新
デ
ー
タ
に
基
づ
き
、
専

攻
医
の
大
学
病
院
へ
の
定

着
と
関
連
病
院
へ
の
派
遣

を
改
善
す
る
取
り
組
み
に

つ
い
て
、
目
標
設
定
を
挙

げ
説
明
さ
れ
た
。

　

３
．
関
連
病
院
会
所
属

の
病
院
に
お
け
る
常
勤
医

師
募
集
ポ
ス
タ
ー
掲
示
、

会
員
メ
ン
バ
ー
の
メ
ー
リ

ン
グ
リ
ス
ト
作
成
に
つ
い

て
の
提
案
が
あ
り
、
討
論

が
行
わ
れ
た
。

　

議
事
の
後
に
２
題
の
講

演
が
行
わ
れ
た
。
ま
ず
荻

窪
病
院　

布
袋
祐
子
病
院

長
（
71
回
）
よ
り
、『
病

院
業
務
の
デ
ジ
タ
ル
シ
フ

ト
〜
Ｄ
Ｘ
化
に
よ
る
効
率

化
と
効
果
〜
』
の
題
名
に

て
、
人
か
ら
人
へ
の
タ
ス

ク
シ
フ
ト
・
シ
ェ
ア
、
Ｒ

Ｐ
Ａ
、
説
明
動
画
、
Ａ
Ｉ

問
診
な
ど
の
人
か
ら
機
械

へ
の
デ
ジ
タ
ル
シ
フ
ト
な

ど
、
一
般
病
院
で
も
可
能

な
業
務
改
善
に
つ
い
て
紹

介
さ
れ
た
。
次
に
慶
應
義

塾
大
学
医
学
部
小
児
科
学

教
室　

鳴
海
覚
志
教
授

（
80
回
）
よ
り
、『
寝
る

こ
と
は
育
つ
は
本
当
か
？

　

育
児
メ
モ
ア
プ
リ
の
ビ

ッ
グ
デ
ー
タ
解
析
』
と
い

う
題
名
に
て
、
主
に
乳
幼

児
の
睡
眠
、
睡
眠
と
成

長
、
季
節
と
成
長
に
つ
い

て
、
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
解
析

結
果
に
基
づ
き
明
快
な
解

説
が
な
さ
れ
た
。

　

総
会
終
了
後
は
レ
ス
ト

ラ
ン　

ザ
・
パ
ー
ク
に
場

所
を
移
し
、
情
報
交
換
会

を
行
っ
た
。
厳
し
さ
を
増

し
て
い
る
病
院
経
営
に
関

し
て
、
文
字
通
り
、
活
発

な
情
報
交
換
の
場
と
な
っ

た
。

　

慶
應
義
塾
大
学
医
学
部

・
病
院
と
関
連
病
院
相
互

の
密
接
な
連
携
の
構
築
、

情
報
の
交
換
の
た
め
に
総

会
は
春
季
、
秋
季
の
年
２

回
行
わ
れ
て
い
る
。
今
後

も
話
し
合
わ
れ
て
い
る
内

容
に
つ
い
て
共
有
し
て
い

き
た
い
。

（
関
連
病
院
会
会
長
／
東

京
都
済
生
会
中
央
病
院
院

長

�

海
老
原　

全　

65
回
）

２
０
２
４
年
度
秋
季
総
会
報
告

慶
應
義
塾
大
学
関
連
病
院
会

瑞
宝
双
光
章
を
受
章
し
て

三
原 

武
彦（
48
回
）

　

学
校
保
健
功
労
で
瑞
宝
双

光
章
を
受
章
し
た
48
回
生
の

三
原
武
彦
で
す
。

　

小
児
科
医
の
祖
父
、
外
科

医
の
父
と
親
戚
に
も
医
師
が

多
い
家
系
に
生
ま
れ
、
子
供

が
好
き
だ
っ
た
こ
と
か
ら
小

児
科
医
を
選
び
ま
し
た
。
学

園
紛
争
の
中
に
い
て
研
修
は

遅
れ
ま
し
た
が
、
オ
ー
ベ
ン

の
鈴
木
功
一
先
生
か
ら
小
児

科
医
と
し
て
の
教
育
を
受
け

ま
し
た
。
そ
し
て
小
佐
野
満

講
師
か
ら
は
医
師
と
し
て
の

生
き
ざ
ま
を
教
わ
り
ま
し

た
。
そ
れ
が
私
の
生
涯
を
決

め
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

２
年
間
の
研
修
が
終
わ
っ

た
と
き
に
、
坂
上
正
道
教

授
、
山
岸
稔
助
教
授
、
輿
水

隆
講
師
の
北
里
大
学
病
院
に

私
は
河
西
紀
昭
君
（
48
回
）

と
後
期
病
棟
医
と
し
て
赴
任

し
ま
し
た
。
以
降
講
師
に
な

り
ま
し
た
が
色
々
あ
り
ま
し

て
妻
の
実
家
の
四
日
市
市
に

引
っ
越
し
ま
し
た
。
三
原
小

児
科
を
１
９
８
０
年
に
開
業

し
ま
し
ま
し
た
。
２
年
後
に

は
三
原
ク
リ
ニ
ッ
ク
に
名
称

変
更
し
、
翌
年
か
ら
診
察
の

合
間
に
学
校
医
（
西
日
野
に

じ
学
園
、
笹
川
中
学
校
、
日

永
小
学
校
）
や
園
医
２
校
、

保
育
園
２
校
の
計
７
校
を
持

つ
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
２

０
２
４
年
３
月
で
そ
の
生
活

を
終
え
る
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。
そ
の
活
動
が
認
め
ら
れ

て
、
今
回
の
受
章
に
な
っ
た

と
思
わ
れ
ま
す
。

　

２
０
２
４
年
11
月
18
日
に

ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
オ
ー
タ
ニ
で

表
章
を
受
け
、
そ
の
後
皇
居

に
バ
ス
で
向
か
い
ま
し
た
。

皇
居
の
豊
明
殿
で
天
皇
陛
下

の
祝
福
を
受
け
ま
し
た
。
一

番
前
に
い
た
私
の
そ
ば
ま
で

陛
下
が
来
ら
れ
、
車
イ
ス
の

隣
の
方
は
小
さ
い
方
だ
っ
た

の
で
、
陛
下
も
足
を
折
ら

れ
、
同
じ
高
さ
で
声
を
か
け

ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

災
害
に
見
舞
わ
れ
た
時
も

腰
を
落
と
し
て
声
が
け
し
て

い
る
の
を
テ
レ
ビ
で
見
て
い

て
、
ど
の
場
所
で
も
相
手
の

目
の
高
さ
で
声
が
け
さ
れ
る

陛
下
を
改
め
て
尊
敬
の
眼
差

し
で
見
て
お
り
ま
し
た
。
自

分
に
声
掛
け
さ
れ
た
何
を
話

し
た
ら
い
い
か
を
考
え
て
い

ま
し
た
が
、
次
の
方
に
移
っ

て
い
き
、
皇
居
で
の
拝
謁
は

終
わ
り
ま
し
た
。

　

2
泊
3
日
の
東
京
旅
行
で

し
た
が
、
思
い
が
か
け
な
い

祝
福
と
緊
張
で
疲
れ
も
感
じ

ま
せ
ん
で
し
た
が
、
帰
宅
し

た
ら
私
も
、
妻
も
、
娘
の
全

員
が
ひ
ど
く
疲
れ
て
い
ま
し

た
。

ク
ラ
リ
ベ
ー
ト 
ア
ナ
リ
テ
ィ
ッ
ク
社

H
ighly cited R

esearchers

に

三
四
会
員
か
ら
４
名
が
選
出

　

権
威
あ
る
学
術
調
査
会
社

ク
ラ
リ
ベ
ー
ト　

ア
ナ
リ
テ

ィ
ッ
ク
社
が
毎
年
発
表
す

る
、
全
て
の
科
学
分
野
に
お

け
る
２
０
２
４
年Highly 

cited Researchers

（
高
被

引
用
論
文
著
者
）
に
、
三
四

会
員
か
ら
金
井
隆
典
教
授

（
内
科
学
）、
本
田
賢
也
教

授
（
微
生
物
・
免
疫
学
）、

佐
藤
俊
朗
教
授
（
医
化
学
）、

岸
本
泰
一
郎
特
任
教
授
（
ヒ

ル
ズ
未
来
予
防
医
療
ウ
ェ
ル

ネ
ス
共
同
研
究
講
座
）
の
４

名
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

H
ig
h
ly　

C
ite

d Researchers

は
、
ク
ラ
リ

ベ
ー
ト　

ア
ナ
リ
テ
ィ
ッ
ク

社
に
よ
り
各
分
野
に
多
大
な

貢
献
を
し
た
世
界
中
の
影
響

力
の
あ
る
科
学
者
や
社
会
科

学
者
を
選
定
し
、
毎
年
表
彰

す
る
も
の
で
す
。
こ
の
調
査

結
果
は
、
現
在
の
科
学
研
究

に
お
い
て
ど
の
よ
う
な
研
究

者
の
、
ど
の
よ
う
な
研
究
が

注
目
さ
れ
て
い
る
か
を
知
る

た
め
に
は
、
非
常
に
有
用
で

か
つ
最
新
の
デ
ー
タ
で
あ
る

と
言
え
る
で
し
ょ
う
。
今
年

は
、
全
世
界
で
６
，
６
３
６

名
がH

ighly　

C
ited 

Researchers

と
し
て
選
定

さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
う
ち
、

日
本
の
研
究
施
設
か
ら
の
受

賞
者
は
78
名
で
す
。

　

昨
今
、
日
本
の
研
究
力
の

低
下
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
慶
應
医
学
は
そ
の
中
で

も
大
健
闘
し
て
い
る
こ
と
を

示
す
結
果
で
あ
り
、
大
変
喜

ば
し
い
こ
と
で
す
。
今
後
も

若
手
研
究
者
も
含
め
て
信
濃

町
キ
ャ
ン
パ
ス
か
ら
多
く
の

Highly Cited Researchers

が
選
出
さ
れ
る
よ
う
期
待
し

て
お
り
ま
す
。

（
信
濃
町
キ
ャ
ン
パ
ス
担
当

　

常
任
理
事

�

北
川
雄
光　

65
回
）

　

医
学
の
発
展
の
た
め
に
欠

く
こ
と
の
で
き
な
い
動
物
実

験
シ
ス
テ
ム
の
確
立
に
一
生

を
捧
げ
ら
れ
「In vivo

実
験

医
学
」
の
発
展
に
尽
く
さ
れ

た
野
村
達
次
博
士
の
業
績
を

た
た
え
る
た
め
に
創
設
さ
れ

た
野
村
達
次
賞
に
対
し
て
、

本
年
度
も
多

く
の
素
晴
ら

し
い
候
補
者

か
ら
の
応
募

を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
厳

正
な
る
審
査

の
結
果
、
第

11
回
受
賞
者

は
下
記
の
２

名
に
決
定
い

た
し
ま
し

た
。

　

11
月
30
日

の
慶
應
医
学

会
総
会
後
の

受
賞
研
究
課
題
「In Vivo Synaptology for Elucidating 

the Molecular Basis of Learning and Memory

」（
記

憶
・
学
習
過
程
の
分
子
的
理
解
を
目
指
し
たIn vivo 

シ

ナ
プ
ス
学
）

受
賞
研
究
課
題
「Development of chimeric antigen 

receptor T cell therapy for refractory cancer

」（
難

治
が
ん
に
対
す
る
キ
メ
ラ
抗
原
受
容
体
Ｔ
細
胞
療
法
の
開

発
）

掛
川 　

渉（
76
相
当
）

生
理
学
教
室
　
准
教
授

籠
谷 

勇
紀（
86
相
当
）

先
端
医
科
学
研
究
所
が
ん
免
疫
研
究
部
門
　
教
授

第
11
回
野
村
達
次
賞 

受
賞
者
報
告

授
与
式
で
は
賞
状
と
目
録
が

授
与
さ
れ
ま
し
た
。


